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　平成13年に古稀を迎えられた岡田清教授は，成城学園就業規則に従い，

平成13年３月をもって成城大学経済学部を定年退職され，成城大学名誉

教授に推挙された。

　本学経済学部教授会は，機関誌『成城大学経済研究』第158号を特別号

とし，「岡田清名誉教授古稀記念号」を編むことを決定した。岡田教授の

古稀を祝し，長年に亘る先生の学恩に心からなる感謝の意を表したいから

である。

　われわれのこのような企画に対し，岡田教授の長年に及ぶ親しい学友で

あられる杉山雅洋，斎藤峻彦両教授，また一時，経済学部の同僚として教

育・研究の両面でともに仕事をされた杉山武彦教授の３教授は快く賛同さ

れ，それぞれ力のこもった論考をお寄せいただいた。また岡田ゼミ門下か

らは，大学院において岡田教授から親身の指導を仰ぎ，研究者としての道

を歩み始めた小澤茂樹氏からも力作をお寄せいただいた。われわれの深く

喜びとするところである。

　本学経済学部からも，日頃の研究成果を世に問う形で，多くの論考が寄

せられた。また，岡田教授には，このような企画では慣例となっているよ

うに，ご経歴及びご業績をまとめていただいたばかりでなく，近年，コー

ポレート・ガバナンスとともに注目されている企業の「アカウンタビリテ

ィ」について，岡田教授ご自身からも論考が寄せられた。「記念号」に花

を添えるご労作を頂き，深く感謝する次第である。

　岡田教授は，早稲田大学大学院商学研究科博士課程の単位を取得後，昭

和36年に経済学部助手として着任された。以来，専任講師，助教授，教

授として，40年の長きにわたり，成城大学経済学部の教育，研究の発展
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に大きく貢献された。この間，昭和54年から教務部長，昭和60年から経

済学部長，平成３年から経済研究所長をそれぞれ４年ずつ務められるとと

もに，大学評議員，法人の理事として，経済学部にとどまらず大学・法人

運営にも多大な貢献をされた。

　岡田教授のご経歴，ご業績は本号巻末に詳しいが，岡田教授は交通論，

交通政策，あるいは公企業論等の分野でわが国を代表する研究者として活

躍され，多くの学会で理事を務められた。岡田教授の学風は，従来，商学

の一部として制度論あるいは市場論を中心に発展してきた交通論に対して，

経済理論，産業組織論の視点，分析手法を積極的に取り入れ，経済政策の

一環としての交通政策論の確立に努められたといえるのではないだろうか。

本記念号に寄稿された杉山雅洋，斎藤峻彦両教授も，まさに交通論の新た

な展開のために尽力された研究仲間と伺っている。岡田教授のこうした学

風には，教授が学生時代に，後に成城学園学園長を務められた高垣寅次郎

先生のもとで金融論を学ばれたことが，大いに影響しているものといえよ

う。

　また岡田教授の研究業績を拝見すると，交通論の分野における教授の研

究対象が，交通の特定分野にとらわれることなく，陸運（鉄道，トラック，

タクシー），海運（内航海運），航空のあらゆる分野にわたっており，総合的

な視点から交通体系を考えるという教授の研究面でのもうひとつの大きな

特徴が浮かびあがる。

　こうした学風を持つ岡田教授が，研究室にとどまることなく，わが国の

戦後の運輸行政において多大な貢献されたのも大いに首肯されるところで

ある。昭和45年に設立された運輸政策審議会についていえば，岡田教授

は，その前身である運輸政策懇談会発足当時から，平成12年に省庁再編

によって同審議会が廃止されるまでの長期にわたり，一貫して主カメンバ

ーとして高度成長期以後のわが国の運輸行政，運輸政策の立案，検討の最

前線で活躍された。この間，新金総を初めとする種々の国土計画における
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総合的な交通体系の策定や，国鉄改革や航空行政などにおいて規制緩和や

民営化をめぐって運輸行政が大きく揺れた時期においても，マスコミにも

たびたび登場し，論客として活躍されたのは記憶に新しい。このような交

通政策への長年にわたる貢献に対して，平成元年に運輸大臣より交通文化

賞が授与されている。

　さらに，国土の発展と交通体系という問題意識に基づく発言は，中央公

害対策審議会の議論においても大きな影響を与え，従来の「公害対策」に

限定されていたわが国の環境行政が，環境計画や様々な領域への広がりを

もつ「環境問題」として認識され，中央環境審議会の設置へと結びつく契

機となった。こうした貢献に対し，平成９年には環境庁長官より環境保全

功労賞が授与されている。

　以上のように，岡田教授の活躍は大学の内に留まることなく，成城大学

経済学部の名を広く社会に知らしめる点においても，他に比類のない貢献

をされた。定年によりこうした役職からもお引きになりつつあるが，本号

の論考にも見られるように，岡田教授の研究意欲はますます盛んである。

教授の目下の関心は，歴史的なパースペクティブにもとづき経済発展と交

通体系のダイナミックな関係について論究を深めることとお伺いしている

が，近い将来，その研究成果をお教えいただけることを楽しみにお待ちし

たい。

　　平成14年11月５日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　経済学部長・経済学会長
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